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今年は、６月に入ってから真夏を思わせるような３０℃越えの日が続いています。暑さ指数（ＷＢＧＴ）

も午後は３１℃以上【危険】をさしている日が多くなってきました。体育館の冷風機や藤棚のミスト、教

室の冷房もフル回転しています。そんな中でも、晴れた休憩時間には汗だく

になって、外で元気に遊んでいる姿を見かけます。コロナ禍での熱中症予防

を徹底していきたいと思います。学校では、外へ出る時には帽子と水筒を持

たせ、運動場体育や休み時間は身体的距離を取るようにして、

マスクを外させています。それでも、この暑さに体力がついて

いかずにしんどいと訴える児童も増えてきました。ご家庭でも「十分な睡眠時間の確保」

「朝食の摂取」等体調を整えて登校させてください。帽子の着用と汗をすいやすく、通気

性のよい服を着用し、多めの量の水やお茶を持たせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生もタブレットを使い始めました。初めは電源ボタンそし

て、パスコードを入れる所から、その後オンラインの方法を学び

ました。「もっともっと使いたい」という声があちこちから上が

っていました。 

一人１本のタッチペンも配布しました。 

名前シールがついています。失くさないように 

自分のタブレットと一緒につけています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

                         

 

  

 

 

 

 

 

オンライン参観 

  先週は、全クラス初めてのオンライン参観をしました。３点の固定撮影で授業中の様子や担

任のことが少しでも伝えられたらと思っての取組みでした。担任の先生もどのような授業がよ

いかいろいろ考えて当日を迎えました。 

子どもの顔がよく見えない、声が聞きとれない、授業の内容がよくわからなかった等多くの

課題も見つかりました。一方で保護者の方から自分のペースで見られてよかった。どこにいて

も気軽に見られるので助かった等々良かったというお声もいただきました。一部オンライン設

定がまだできていない学年があり、ご迷惑をおかけしました。 

 これからの休校や学校に来校できない場合に備えて、こうしたオンライン活用ができればと

思います。ご協力ありがとうございました。 

  タブレット学習も授業の中で普通に進めていっていますが、教職員もどんな授業展開ができ

るか日々交流や研修をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ い さ つ で 

あ い て よ り    
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しっかり まなび かんがえる 子 

おもいやりが あり やさしい 子 

からだと こころを きたえる 子 

にしおかしょうがっこうの 子 

 

田植えをしたよ！！ 

今年も５年生が教材園の端あるミニ水田で、田植えをしました。 

谷先生の指導の下、苗の根元を持ってまっすぐぐっと差し込む 

のは難しいようでした。初めのうちはぬるぬるした土の中に足を 

入れるのを嫌がる子が多かったのですが、そのうちその感覚を 

楽しんで狭い水田の中を行ったり、きたり・・・。 

今年はうまく育ってくれるでしょうか？ 

お世話をよろしくお願いします。 

主任児童委員とは 

「民生委員」は厚生労働大臣から委嘱されそれぞれの地域において常に住民の立場に立っ

て相談に応じ、必要な援助を行い社会福祉の増進に努める方々であり「児童委員」を兼ね

ています。児童委員は地域の子どもが元気に安心して暮らせるように見守り、子育てや妊

娠中の心配事などの相談・支援を行います。その中で特に児童（18 歳まで）に関するこ

とを専門的に担当するのが「主任児童委員」です。 

西丘地区の主任児童委員さんは 福村智子さん です。 

 

※ 6月７月の教育相談（臨床心理士派遣） 

6月２2日（火）、７月９日（火）の  

14：00～16：30 です。 

お子さんの様子で気になること、心配なことがある方は、 

遠慮なく学校までご連絡ください。 


